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コース制導入に関して 

再編整備事業で、H29 年度より普通科総合選択制からコース制に移行することが決

定した。現在専門コースの設定や新しいカリキュラム作成に向けて検討中である。 

中学校はコース制に変わることで、高校のコンセプトや体制が変わるのかとか、選

択科目が減ることで教員定数は減るのか、またそれによって指導体制に影響は出ない

のかなど不安を感じているが、必修科目中心のいわゆる普通科に、普通科総合選択制

で培ってきたノウハウを専門コースに活かしたマイナーチェンジで、基本コンセプト

は変わることはないし、学校の体制が劇的に変わるものではない。教員定数も減少は

否めないが、指導体制には影響を出さない。 

 

学校教育自己診断について 

今回は初任者３名がプレゼンテーションをおこなった 

 

「学校が楽しい」の肯定感が非常に多く、年々伸びてきている。また「生徒指導がし

っかりしている」の肯定感が圧倒的に多い一方で、「生徒指導に納得」の肯定感が減っ

た。アンケートを実施した時期に女子のスカート丈を長くする取り組みや遅刻の罰則

強化を始めていたので、不満を持ったのかもしれない。しかし、多少の不満はあって

も、学校を居心地がいいと思い、生徒指導に期待を持っている側面がうかがえる。さ

らに、対話を大事にしていることが「耳を傾けてくれる」「相談に乗ってくれる」の肯

定感アップに繋がっているので、学校のコンセプトである「厳しさの中にも温かさを

持った生徒指導」が成果として表れていることがわかる。 

「いじめやもめ事を見逃さない」については「わからない」が大きな割合を占めるが、

そういう場面・事象に遭遇していないことの表れであると考えられる。「わからない」

が多くならないような質問事項を考える必要がある。 

学校の良いところの第１位が「自転車で通える」であった。生徒の実に素直な感想

であるが、これは単に近いからというだけではなく地元の学校への愛着、地元意識の

表れであると考える。そして、第２位が「生徒指導がしっかりしている」で、生徒は

きっちりした生徒指導に期待をしているのである。だからこそそういう生徒を大事に

育てていかなければならない。中学校は、入試制度がころころ変わりその対応にあく

せくしている中で、地元と密着して生徒を大事にして育ててくれる高校の存在は非常

にありがたいと考えている。 

 


